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のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

平成 24 年２月３日付「平成 24年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」につ

いて訂正がありましたのでお知らせいたします。 

 

１． 訂正の経緯  

訂正の経緯につきましては、平成 25 年 10 月 25 日付「不適切な会計処理が行われていた

可能性についてのお知らせ」および平成 25年 11 月 5 日付「社内調査委員会の調査報告書の

受領及び当社の対応について」にて開示しておりますので、ご参照ください。 

２． 訂正内容  

訂正箇所には下線を付して表示しております。  

 

 

以上 



【訂正後】

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

平成24年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成24年２月３日
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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 18,626 △7.2 △2,689 － △3,288 － △1,892 －

23年３月期第３四半期 20,075 7.9 1,496 △3.3 1,001 △2.1 679 15.4

(注)包括利益 24年３月期第３四半期 百万円△1,937 ( ％)－ 23年３月期第３四半期 百万円777 ( ％)－

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 △52.32 －

23年３月期第３四半期 18.46 18.35

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 41,172 3,268 7.8

23年３月期 38,001 5,917 14.9

（参考）自己資本 24年３月期第３四半期 百万円3,201 23年３月期 百万円5,678

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

24年３月期 － 0.00 －

24年３月期(予想) 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 1.1 △2,100 － △2,800 － △1,700 － △47.05

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



４．その他

新規 －社 （社名） 、 除外 －社 （社名）

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(４) 発行済株式数（普通株式）

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する

定性的情報  (３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 38,890,375株 23年３月期 38,890,375株

②  期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 3,120,701株 23年３月期 2,691,813株

③  期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期３Ｑ 36,182,189株 23年３月期３Ｑ 36,796,117株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響により大きく落ち込んだ個人消費には緩やかな持ち直しの動きが見られたものの、原発事故に伴う放射性物質へ

の不安の広がり、欧州の財政・金融不安や長期化する円高の影響等から景気の先行きは依然として不透明な状況が

続いております。

当業界におきましては、震災後の消費マインドの冷え込みにより相場低迷が続いており、そこに野生茸、露地栽

培茸からの放射性物質検出に関する報道が相次いだことによる風評被害や11月までの暖冬の影響等が重なる厳しい

事業環境となりました。

当社グループは、消費者の茸の安全性に対する不安を払拭するために放射性物質検査機能を導入し、新しい「雪

国まいたけ安全システム」として９月15日より従来の残留農薬・重金属検査結果に加え放射性物質検査結果の開示

サービスを開始いたしました。これらの取り組みは、多くの消費者から高い評価をいただき、販売の落ち込みに一

定の歯止めをかけるものとなりました。

また、これまで大きな課題となっていましたぶなしめじの設備・品質面の問題につきましては、当第３四半期に

おいて解決の見通しが立ちましたが、需要期の秋口から11月にかけて十分な出荷量を賄うことができず大きなチャ

ンスロスに繋がり、コスト面でも設備導入までに多くの人件費等を費やしたことで損益を圧迫することとなりまし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は186億26百万円（前年同四半期比7.2％減）、営業損益

は26億89百万円の損失（前年同四半期は14億96万円の利益）、経常損益は32億88百万円の損失（前年同四半期は10

億１百万円の利益）、四半期純損益は18億92百万円の損失（前年同四半期は６億79百万円の利益）となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

①茸

国内の生茸の販売は、前述のとおり消費全体が収縮する中で、更に放射能汚染の風評被害がこれに追い討ちを

かける形となり、茸市場の需要は低迷し、価格は平年を下回る厳しい相場展開となりました。当社グループは、

かかる状況を打破すべく当社独自の放射性物質検査機能を導入し、テレビＣＭ等を通じて新しい「雪国まいたけ

安全システム」による当社製品の安全性について消費者へアピールしてまいりました。その結果、まいたけにつ

いては前年同四半期を上回る販売量となりましたが、販売価格は前年を割り込み、売上高は73億１百万円（前年

同四半期比10.5％減）となりました。えりんぎ、ぶなしめじについては、販売量、販売価格ともに前年同四半期

をいずれも下回る販売実績となり、えりんぎの売上高は26億９百万円（前年同四半期比17.7％減）、ぶなしめじ

の売上高は25億33百万円（前年同四半期比27.6％減）となりました。

ぶなしめじの設備・品質面の問題は、設備に関しては12月において完全に自動化ラインが整い、品質に関して

は種菌をより効率の高いものへ変更したことで改善が図られ、ようやく増産に向けた生産体制が整いました。し

かしながら、これまでの設備導入の遅れと品質安定化の遅れによる歩留低下やコスト増加の影響は、当第３四半

期連結累計期間における売上高、利益を大きく悪化させる要因となりました。

国外の生茸につきましては、中国における施設栽培茸の需要は底堅く、吉林省長春市で生産・販売するえのき

茸は、概ね堅調な販売状況で推移しております。なお、長春雪国高榕生物技術有限公司は、12月に当社の100％

子会社となりました。また、四川省に新設しましたえのき茸生産工場は５月より販売を開始しておりますが、工

場稼動当初こそは施設栽培茸が殆ど流通していない現地市場において苦戦を強いられましたが、積極的な販売促

進活動を通じて品質面での優位性の訴求に取り組んだ結果、売上を徐々に伸ばしフル生産体制での稼動に漕ぎ着

けました。上海市に新設しましたぶなしめじ生産工場も８月より出荷を開始し、稼動初期は品質の不安定な状態

が続きましたが、現在はそれも回復し、市場シェアの獲得に向けた営業活動の強化に取り組んでおります。四川

省及び上海市の上記２社については、今後持分法適用会社とする見込みであります。

加工食品では、水煮の販売及び冷凍まいたけ天ぷらの販売が好調に推移いたしました。

以上により茸の売上高は138億４百万円（前年同四半期比15.5％減）となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

セグメント
連結売上高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

まいたけ 7,301 89.5

えりんぎ 2,609 82.3

ぶなしめじ 2,533 72.4

その他生茸 504 75.2

生茸計 12,948 83.5

加工食品 856 102.4

茸計 13,804 84.5

もやし・カット野菜 3,225 145.5

その他食品 946 105.6

食品計 17,976 92.4

その他 649 103.9

合計 18,626 92.8



②もやし・カット野菜

カット野菜については、当社ならではの茸がたっぷりと入った商品価値の高さと安全性等の差別化から順調な

販売状況が続いており、またコンビニエンスストアへの販路開拓なども進んだことで、売上高は19億37百万円

（前年同四半期比78.0％増）と大幅な伸びとなりました。また、もやしについても、売上高は12億87百万円（前

年同四半期比14.1％増）と堅調な販売実績となりました。

③その他

その他食品においては、「雪国納豆」をリニューアルし、また、「雪国まいたけが作った家族で飲める青汁」

がモンドセレクション2011の金賞を受賞したこと等により、その他食品の売上高は９億46百万円（前年同四半期

比5.6％増）となりました。

その他の売上高は６億49百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて31億70百万円増加し、411億72百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて23億71百万円増加し、114億86百万円となりました。これは主に、現金

及び預金が４億12百万円減少し、受取手形及び売掛金が11億８百万円、繰延税金資産が14億77百万円増加したこと

等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて７億83百万円増加し、296億16百万円となりました。これは主に、有形

固定資産の「その他（純額）」に含まれる機械装置及び運搬具（純額）が11億46百万円増加し、有形固定資産の

「その他（純額）」に含まれる建設仮勘定が１億11百万円、投資その他の資産「その他」に含まれる関係会社出資

金が１億55百万円減少したこと等によります。

負債の部では、流動負債が前連結会計年度末に比べて47億74百万円増加し、196億57百万円となりました。これ

は主に、支払手形及び買掛金が５億45百万円、短期借入金が49億66百万円及び未払金が５億円増加し、引当金が２

億21百万円、流動負債の「その他」に含まれる設備支払手形が11億３百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて10億44百万円増加し、182億45百万円となりました。これは主に、社債

が２億52百万円、長期借入金が４億36百万円、固定負債の「その他」に含まれる長期未払金が１億38百万円、同じ

く固定負債の「その他」に含まれる長期リース債務が２億33百万円増加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて26億49百万円減少し、32億68百万円となりました。これは主に、利益

剰余金22億59百万円の減少、自己株式１億62百万円の取得、少数株主持分１億77百万円の減少等によります。

（キャッシュ・フローについて）

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期末と比較し

て４億95百万円減少し、19億29百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の支出は21億41百万円（前年同四半期は９億37百万円の

収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失32億75百万円（前年同四半期は10億87百万円の純利

益）、減価償却費及びその他の償却費19億４百万円（前年同四半期比58.4％増）、支払利息４億47百万円（前年同

四半期比17.5％増）、売上債権の増加額11億８百万円（前年同四半期比8.5％増）、仕入債務の増加額４億円（前

年同四半期比72.2％減）等によるものであります。

②投資活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は30億31百万円（前年同四半期比102.4％増）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出31億84百万円（前年同四半期比188.4％増）等によるも

のであります。

③財務活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は47億80百万円（前年同四半期比340.1％増）と

なりました。これは主に、短期借入金の純増加額44億81百万円（前年同四半期比107.4％増）、長期借入れによる

収入42億82百万円（前年同四半期比27.1％増）、長期借入金の返済による支出33億60百万円（前年同四半期比

1.5％減）、社債発行による収入12億67百万円（前年同四半期比0.1％減）、社債償還による支出９億92百万円（前

年同四半期比22.9％増）、配当金の支払額３億61百万円（前年同四半期比3.3％減）等によるものであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成24年３月期の連結業績予想につきましては、最大の課題であったぶなしめじ事業の設備・品質面での問題が

解消したことで、今後業績の持ち直しは見込まれるものの、想定を超える販売環境の悪化等の影響から平成23年10

月14日に公表しました平成24年３月期通期業績予想値を下回る見込みであります。詳細につきましては本日公表の

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表

等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて掲載しております。

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,379 1,966

受取手形及び売掛金 1,661 2,769

商品及び製品 1,158 1,261

仕掛品 2,441 2,295

原材料及び貯蔵品 616 700

繰延税金資産 357 1,835

その他 501 659

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 9,115 11,486

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,960 13,186

土地 6,792 6,782

その他（純額） 6,426 7,385

有形固定資産合計 26,179 27,354

無形固定資産 364 411

投資その他の資産

その他 2,392 1,949

貸倒引当金 △102 △98

投資その他の資産合計 2,289 1,851

固定資産合計 28,833 29,616

繰延資産 52 68

資産合計 38,001 41,172

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 692 1,237

短期借入金 7,804 12,770

未払法人税等 243 73

引当金 250 28

その他 5,891 5,547

流動負債合計 14,882 19,657

固定負債

社債 3,168 3,420

長期借入金 12,365 12,801

退職給付引当金 60 50

役員退職慰労引当金 470 432

その他 1,137 1,539

固定負債合計 17,201 18,245

負債合計 32,084 37,903



（単位：百万円）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 3,329 1,069

自己株式 △1,321 △1,467

株主資本合計 5,875 3,469

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △13 △16

繰延ヘッジ損益 △40 △68

為替換算調整勘定 △142 △183

その他の包括利益累計額合計 △197 △268

新株予約権 59 65

少数株主持分 179 1

純資産合計 5,917 3,268

負債純資産合計 38,001 41,172



第３四半期連結累計期間

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

売上高 20,075 18,626

売上原価 12,800 15,071

売上総利益 7,274 3,555

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 697 903

運賃 1,456 1,799

報酬及び給料手当 1,345 1,282

賞与引当金繰入額 24 16

役員退職慰労引当金繰入額 33 9

雑費 2,220 2,233

販売費及び一般管理費合計 5,777 6,244

営業利益又は営業損失（△） 1,496 △2,689

営業外収益

受取利息 3 1

デリバティブ収益 39 －

固定資産賃貸料 46 61

雑収入 43 29

営業外収益合計 132 91

営業外費用

支払利息 380 447

雑損失 246 242

営業外費用合計 627 690

経常利益又は経常損失（△） 1,001 △3,288

特別利益

固定資産売却益 11 1

負ののれん発生益 86 23

関係会社出資金売却益 26 －

新株予約権戻入益 2 11

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 131 36

特別損失

固定資産売却損 0 9

固定資産除却損 7 4

投資有価証券評価損 － 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29 －

減損損失 6 6

その他 2 －

特別損失合計 45 22

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
1,087 △3,275

法人税等 285 △1,406

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
801 △1,868

少数株主利益 122 24

四半期純利益又は四半期純損失（△） 679 △1,892



第３四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
801 △1,868

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 △2

繰延ヘッジ損益 8 △27

為替換算調整勘定 △21 △38

その他の包括利益合計 △24 △68

四半期包括利益 777 △1,937

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 648 △1,963

少数株主に係る四半期包括利益 129 26



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
1,087 △3,275

減価償却費及びその他の償却費 1,202 1,904

賞与引当金の増減額（△は減少） △158 △221

減損損失 6 6

支払利息 380 447

売上債権の増減額（△は増加） △1,021 △1,108

たな卸資産の増減額（△は増加） △600 △41

仕入債務の増減額（△は減少） 1,440 400

その他 △32 396

小計 2,304 △1,491

利息の支払額 △367 △420

法人税等の支払額 △819 △183

その他の支出 △179 △44

営業活動によるキャッシュ・フロー 937 △2,141

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,104 △3,184

関係会社出資金の払込による支出 △292 －

少数株主からの関係会社出資金の取得による支出 － △177

関係会社の減資による収入 － 161

その他 △101 168

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,497 △3,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,161 4,481

長期借入れによる収入 3,368 4,282

長期借入金の返済による支出 △3,411 △3,360

社債の発行による収入 1,268 1,267

社債の償還による支出 △808 △992

自己株式の取得による支出 △896 △162

配当金の支払額 △374 △361

その他 △221 △373

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,086 4,780

現金及び現金同等物に係る換算差額 △70 △23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455 △415

現金及び現金同等物の期首残高 1,969 2,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,424 1,929



該当事項はありません。

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度残高 1,605 2,262 3,329 △1,321 5,875

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △361 △361

四半期純損失（△） △1,892 △1,892

自己株式の処分 △4 16 11

自己株式の取得 △162 △162

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △2,259 △145 △2,405

当第３四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 1,069 △1,467 3,469

（６）重要な後発事象



【訂正前】

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

平成24年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成24年２月３日

上 場 会 社 名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼上席執行役員管理本部長 (氏名)  海野 光夫 ＴＥＬ 025－778－0111
四半期報告書提出予定日 平成24年２月14日 配当支払開始予定日 －
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 18,626 △7.2 △2,215 － △2,813 － △1,602 －

23年３月期第３四半期 20,075 7.9 1,495 △3.3 1,001 △2.1 685 16.2

(注)包括利益 24年３月期第３四半期 百万円△1,646 ( ％)－ 23年３月期第３四半期 百万円783 ( ％)－

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 △44.30 －

23年３月期第３四半期 18.62 18.51

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 42,145 4,722 11.0

23年３月期 39,160 7,081 17.5

（参考）自己資本 24年３月期第３四半期 百万円4,656 23年３月期 百万円6,842

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

24年３月期 － 0.00 －

24年３月期(予想) 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 1.1 △2,100 － △2,800 － △1,700 － △47.05

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



４．その他

新規 －社 （社名） 、 除外 －社 （社名）

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(４) 発行済株式数（普通株式）

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する

定性的情報  (３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 38,890,375株 23年３月期 38,890,375株

②  期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 3,120,701株 23年３月期 2,691,813株

③  期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期３Ｑ 36,182,189株 23年３月期３Ｑ 36,796,117株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影

響により大きく落ち込んだ個人消費には緩やかな持ち直しの動きが見られたものの、原発事故に伴う放射性物質へ

の不安の広がり、欧州の財政・金融不安や長期化する円高の影響等から景気の先行きは依然として不透明な状況が

続いております。

当業界におきましては、震災後の消費マインドの冷え込みにより相場低迷が続いており、そこに野生茸、露地栽

培茸からの放射性物質検出に関する報道が相次いだことによる風評被害や11月までの暖冬の影響等が重なる厳しい

事業環境となりました。

当社グループは、消費者の茸の安全性に対する不安を払拭するために放射性物質検査機能を導入し、新しい「雪

国まいたけ安全システム」として９月15日より従来の残留農薬・重金属検査結果に加え放射性物質検査結果の開示

サービスを開始いたしました。これらの取り組みは、多くの消費者から高い評価をいただき、販売の落ち込みに一

定の歯止めをかけるものとなりました。

また、これまで大きな課題となっていましたぶなしめじの設備・品質面の問題につきましては、当第３四半期に

おいて解決の見通しが立ちましたが、需要期の秋口から11月にかけて十分な出荷量を賄うことができず大きなチャ

ンスロスに繋がり、コスト面でも設備導入までに多くの人件費等を費やしたことで損益を圧迫することとなりまし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は186億26百万円（前年同四半期比7.2％減）、営業損益

は22億15百万円の損失（前年同四半期は14億95万円の利益）、経常損益は28億13百万円の損失（前年同四半期は10

億１百万円の利益）、四半期純損益は16億２百万円の損失（前年同四半期は６億85百万円の利益）となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

①茸

国内の生茸の販売は、前述のとおり消費全体が収縮する中で、更に放射能汚染の風評被害がこれに追い討ちを

かける形となり、茸市場の需要は低迷し、価格は平年を下回る厳しい相場展開となりました。当社グループは、

かかる状況を打破すべく当社独自の放射性物質検査機能を導入し、テレビＣＭ等を通じて新しい「雪国まいたけ

安全システム」による当社製品の安全性について消費者へアピールしてまいりました。その結果、まいたけにつ

いては前年同四半期を上回る販売量となりましたが、販売価格は前年を割り込み、売上高は73億１百万円（前年

同四半期比10.5％減）となりました。えりんぎ、ぶなしめじについては、販売量、販売価格ともに前年同四半期

をいずれも下回る販売実績となり、えりんぎの売上高は26億９百万円（前年同四半期比17.7％減）、ぶなしめじ

の売上高は25億33百万円（前年同四半期比27.6％減）となりました。

ぶなしめじの設備・品質面の問題は、設備に関しては12月において完全に自動化ラインが整い、品質に関して

は種菌をより効率の高いものへ変更したことで改善が図られ、ようやく増産に向けた生産体制が整いました。し

かしながら、これまでの設備導入の遅れと品質安定化の遅れによる歩留低下やコスト増加の影響は、当第３四半

期連結累計期間における売上高、利益を大きく悪化させる要因となりました。

国外の生茸につきましては、中国における施設栽培茸の需要は底堅く、吉林省長春市で生産・販売するえのき

茸は、概ね堅調な販売状況で推移しております。なお、長春雪国高榕生物技術有限公司は、12月に当社の100％

子会社となりました。また、四川省に新設しましたえのき茸生産工場は５月より販売を開始しておりますが、工

場稼動当初こそは施設栽培茸が殆ど流通していない現地市場において苦戦を強いられましたが、積極的な販売促

進活動を通じて品質面での優位性の訴求に取り組んだ結果、売上を徐々に伸ばしフル生産体制での稼動に漕ぎ着

けました。上海市に新設しましたぶなしめじ生産工場も８月より出荷を開始し、稼動初期は品質の不安定な状態

が続きましたが、現在はそれも回復し、市場シェアの獲得に向けた営業活動の強化に取り組んでおります。四川

省及び上海市の上記２社については、今後持分法適用会社とする見込みであります。

加工食品では、水煮の販売及び冷凍まいたけ天ぷらの販売が好調に推移いたしました。

以上により茸の売上高は138億４百万円（前年同四半期比15.5％減）となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

セグメント
連結売上高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

まいたけ 7,301 89.5

えりんぎ 2,609 82.3

ぶなしめじ 2,533 72.4

その他生茸 504 75.2

生茸計 12,948 83.5

加工食品 856 102.4

茸計 13,804 84.5

もやし・カット野菜 3,225 145.5

その他食品 946 105.6

食品計 17,976 92.4

その他 649 103.9

合計 18,626 92.8



②もやし・カット野菜

カット野菜については、当社ならではの茸がたっぷりと入った商品価値の高さと安全性等の差別化から順調な

販売状況が続いており、またコンビニエンスストアへの販路開拓なども進んだことで、売上高は19億37百万円

（前年同四半期比78.0％増）と大幅な伸びとなりました。また、もやしについても、売上高は12億87百万円（前

年同四半期比14.1％増）と堅調な販売実績となりました。

③その他

その他食品においては、「雪国納豆」をリニューアルし、また、「雪国まいたけが作った家族で飲める青汁」

がモンドセレクション2011の金賞を受賞したこと等により、その他食品の売上高は９億46百万円（前年同四半期

比5.6％増）となりました。

その他の売上高は６億49百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて29億84百万円増加し、421億45百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて21億79百万円増加し、112億95百万円となりました。これは主に、現金

及び預金が４億12百万円減少し、受取手形及び売掛金が11億８百万円、繰延税金資産が12億86百万円増加したこと

等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて７億89百万円増加し、307億81百万円となりました。これは主に、有形

固定資産の「その他（純額）」に含まれる機械装置及び運搬具（純額）が11億46百万円増加し、有形固定資産の

「その他（純額）」に含まれる建設仮勘定が１億11百万円、投資その他の資産「その他」に含まれる関係会社出資

金が１億55百万円減少したこと等によります。

負債の部では、流動負債が前連結会計年度末に比べて45億10百万円増加し、193億88百万円となりました。これ

は主に、支払手形及び買掛金が５億45百万円、短期借入金が49億66百万円増加し、引当金が２億21百万円、流動負

債の「その他」に含まれる設備支払手形が11億３百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて８億32百万円増加し、180億34百万円となりました。これは主に、社債

が２億52百万円、長期借入金が４億36百万円、固定負債の「その他」に含まれる長期リース債務が２億33百万円増

加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて23億58百万円減少し、47億22百万円となりました。これは主に、利益

剰余金19億69百万円の減少、自己株式１億62百万円の取得、少数株主持分１億77百万円の減少等によります。

（キャッシュ・フローについて）

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期末と比較し

て４億95百万円減少し、19億29百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の支出は21億41百万円（前年同四半期は９億37百万円の

収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失27億93百万円（前年同四半期は10億93百万円の純利

益）、減価償却費及びその他の償却費19億４百万円（前年同四半期比58.4％増）、支払利息４億47百万円（前年同

四半期比17.5％増）、売上債権の増加額11億８百万円（前年同四半期比8.5％増）、仕入債務の増加額４億円（前

年同四半期比72.2％減）等によるものであります。

②投資活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は30億31百万円（前年同四半期比102.4％増）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出31億84百万円（前年同四半期比188.4％増）等によるも

のであります。

③財務活動におけるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は47億80百万円（前年同四半期比340.1％増）と

なりました。これは主に、短期借入金の純増加額44億81百万円（前年同四半期比107.4％増）、長期借入れによる

収入42億82百万円（前年同四半期比27.1％増）、長期借入金の返済による支出33億60百万円（前年同四半期比

1.5％減）、社債発行による収入12億67百万円（前年同四半期比0.1％減）、社債償還による支出９億92百万円（前

年同四半期比22.9％増）、配当金の支払額３億61百万円（前年同四半期比3.3％減）等によるものであります。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成24年３月期の連結業績予想につきましては、最大の課題であったぶなしめじ事業の設備・品質面での問題が

解消したことで、今後業績の持ち直しは見込まれるものの、想定を超える販売環境の悪化等の影響から平成23年10

月14日に公表しました平成24年３月期通期業績予想値を下回る見込みであります。詳細につきましては本日公表の

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表

等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて掲載しております。

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,379 1,966

受取手形及び売掛金 1,661 2,769

商品及び製品 1,158 1,261

仕掛品 2,441 2,295

原材料及び貯蔵品 616 700

繰延税金資産 357 1,643

その他 501 659

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 9,115 11,295

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,976 13,202

土地 7,934 7,931

その他（純額） 6,426 7,385

有形固定資産合計 27,337 28,518

無形固定資産 364 411

投資その他の資産

その他 2,392 1,949

貸倒引当金 △102 △98

投資その他の資産合計 2,289 1,851

固定資産合計 29,992 30,781

繰延資産 52 68

資産合計 39,160 42,145

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 692 1,237

短期借入金 7,804 12,770

未払法人税等 243 73

引当金 250 28

その他 5,886 5,278

流動負債合計 14,877 19,388

固定負債

社債 3,168 3,420

長期借入金 12,365 12,801

退職給付引当金 60 50

役員退職慰労引当金 470 432

その他 1,137 1,327

固定負債合計 17,201 18,034

負債合計 32,078 37,422



（単位：百万円）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 4,493 2,523

自己株式 △1,321 △1,467

株主資本合計 7,039 4,924

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △13 △16

繰延ヘッジ損益 △40 △68

為替換算調整勘定 △142 △183

その他の包括利益累計額合計 △197 △268

新株予約権 59 65

少数株主持分 179 1

純資産合計 7,081 4,722

負債純資産合計 39,160 42,145



第３四半期連結累計期間

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

売上高 20,075 18,626

売上原価 12,800 15,071

売上総利益 7,274 3,555

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 697 427

運賃 1,456 1,799

報酬及び給料手当 1,345 1,282

賞与引当金繰入額 24 16

役員退職慰労引当金繰入額 33 9

雑費 2,222 2,235

販売費及び一般管理費合計 5,779 5,770

営業利益又は営業損失（△） 1,495 △2,215

営業外収益

受取利息 3 1

デリバティブ収益 39 －

固定資産賃貸料 46 61

雑収入 43 29

営業外収益合計 132 91

営業外費用

支払利息 380 447

雑損失 244 242

営業外費用合計 625 689

経常利益又は経常損失（△） 1,001 △2,813

特別利益

固定資産売却益 11 1

負ののれん発生益 86 23

関係会社出資金売却益 26 －

新株予約権戻入益 2 11

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 131 36

特別損失

固定資産売却損 0 9

固定資産除却損 7 4

投資有価証券評価損 － 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29 －

その他 2 －

特別損失合計 39 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
1,093 △2,793

法人税等 285 △1,214

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
807 △1,578

少数株主利益 122 24

四半期純利益又は四半期純損失（△） 685 △1,602



第３四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
807 △1,578

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 △2

繰延ヘッジ損益 8 △27

為替換算調整勘定 △21 △38

その他の包括利益合計 △24 △68

四半期包括利益 783 △1,646

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 653 △1,673

少数株主に係る四半期包括利益 129 26



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
1,093 △2,793

減価償却費及びその他の償却費 1,202 1,904

賞与引当金の増減額（△は減少） △158 △221

支払利息 380 447

売上債権の増減額（△は増加） △1,021 △1,108

たな卸資産の増減額（△は増加） △600 △41

仕入債務の増減額（△は減少） 1,440 400

その他 △32 △78

小計 2,304 △1,491

利息の支払額 △367 △420

法人税等の支払額 △819 △183

その他の支出 △179 △44

営業活動によるキャッシュ・フロー 937 △2,141

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,104 △3,184

関係会社出資金の払込による支出 △292 －

少数株主からの関係会社出資金の取得による支出 － △177

関係会社の減資による収入 － 161

その他 △101 168

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,497 △3,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,161 4,481

長期借入れによる収入 3,368 4,282

長期借入金の返済による支出 △3,411 △3,360

社債の発行による収入 1,268 1,267

社債の償還による支出 △808 △992

自己株式の取得による支出 △896 △162

配当金の支払額 △374 △361

その他 △221 △373

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,086 4,780

現金及び現金同等物に係る換算差額 △70 △23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455 △415

現金及び現金同等物の期首残高 1,969 2,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,424 1,929



該当事項はありません。

該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度残高 1,605 2,262 4,493 △1,321 7,039

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △361 △361

四半期純損失（△） △1,602 △1,602

自己株式の処分 △4 16 11

自己株式の取得 △162 △162

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △1,969 △145 △2,115

当第３四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 2,523 △1,467 4,924

（６）重要な後発事象
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